
浅間総合病院浅間総合病院浅間総合病院浅間総合病院    小児科小児科小児科小児科    初期研修初期研修初期研修初期研修プログラムプログラムプログラムプログラム    

    

I.I.I.I.    研修研修研修研修スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    

当科の小児科研修カリキュラムを通して小児および小児疾患の基本的な特性を理解し、初期救急を習得

して必要に応じて適切に高次医療機関に紹介できることをめざす。当院小児科研修は基本的には 2ヶ月

間で小児科におけるプライマリーケアをマスターする。また、信州大学小児科、県立こども病院とも関

係が深く、緊密に連絡を取り合いながら診療を行う。    

１１１１．．．．週間週間週間週間スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール表表表表 

  月     火     水     木     金 

午前   外来    外来    外来    外来    外来 

午後   病棟    慢性外来  病棟    乳児検診  予防接種 

休日の当番日は指導医とともに救急診療にあたる。 

夜間の救急診療にも適宜指導医とともにあたる。 

帝王切開の時には指導医とともに手術室に入る。 

毎週月曜日は、大学の循環器専門医による外来を研修する。 

 

II.II.II.II.    研修目標研修目標研修目標研修目標    

１１１１．．．．一般目標一般目標一般目標一般目標    

小児科及小児科及小児科及小児科及びびびび小児科医小児科医小児科医小児科医のののの役割役割役割役割をををを理解理解理解理解しししし、、、、小児医療小児医療小児医療小児医療におけるにおけるにおけるにおけるプライマリプライマリプライマリプライマリ・・・・ケアケアケアケアをををを適切適切適切適切にににに行行行行うためにうためにうためにうために必要必要必要必要なななな基基基基

礎知識礎知識礎知識礎知識・・・・技能技能技能技能・・・・態度態度態度態度をををを習得習得習得習得するするするする。。。。    

成長成長成長成長とととと発達発達発達発達、、、、親子関係親子関係親子関係親子関係のののの心理的影響心理的影響心理的影響心理的影響などのなどのなどのなどの小児小児小児小児のののの特性特性特性特性をををを学学学学びびびび、、、、理解理解理解理解するするするする。。。。    

成人疾患成人疾患成人疾患成人疾患とととと異異異異なるなるなるなる小児期小児期小児期小児期のののの疾患疾患疾患疾患のののの特性特性特性特性をををを学学学学びびびび、、、、理解理解理解理解するするするする。。。。    

小児診察小児診察小児診察小児診察におけるにおけるにおけるにおける重要重要重要重要ななななポイントポイントポイントポイントをををを学学学学びびびび、、、、理解理解理解理解しししし、、、、小児小児小児小児のののの特性特性特性特性をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた初期治療計画初期治療計画初期治療計画初期治療計画をををを立案立案立案立案しししし、、、、これこれこれこれ

をををを行行行行うううう。。。。    

小児救急患者小児救急患者小児救急患者小児救急患者のののの重症度重症度重症度重症度をををを正正正正しくしくしくしく評価評価評価評価しししし、、、、初期救急初期救急初期救急初期救急をををを適切適切適切適切にににに行行行行いいいい、、、、高次医療機関高次医療機関高次医療機関高次医療機関へのへのへのへの紹介紹介紹介紹介をををを円滑円滑円滑円滑にににに実施実施実施実施すすすす

るるるる。。。。    

予防医学的観点予防医学的観点予防医学的観点予防医学的観点からからからから予防接種予防接種予防接種予防接種、、、、各種健診活動各種健診活動各種健診活動各種健診活動がががが適切適切適切適切にできるようになるにできるようになるにできるようになるにできるようになる。。。。    

 

２２２２．．．．行動目標行動目標行動目標行動目標    

１） 

正常小児の成長を身長、体重、胸囲、頭囲などから判断し、説明する。 

正常小児の精神発達・運動発達について段階を追って具体的に述べる。 

正常児の出生から新生児期の呼吸・循環・体温・消化・腎機能・免疫・内分泌・血液などに関る生

理的変動を具体的に述べる。 

発達に伴う小児の心理の変化、親子特に母児関係の基礎を学ぶ。 

２） 

発達段階による各種疾患内容の変化（症候の変化など）を学ぶ。 

疾患における成人と異なる小児特有の病態を学ぶ。 

先天代謝異常症、先天異常など小児期特有の疾患について学ぶ。 

遺伝性疾患の基礎的な病態、遺伝形式について学ぶ。 
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小児期に特に多いウイルス感染症の病態・病原体の同定法・治療法・管理法を列記する。 

細菌感染症（肺炎、髄膜炎など）の感染病巣と病原体の関係における年齢的特徴を列挙する。 

小児期の痙攣を原因別、有熱／無熱性の別などの観点で鑑別する。 

小児喘息の発作時対処法、慢性期の管理法を説明する。 

３） 

保護者、特に母親の訴えや観察の詳細に十分耳を傾け、適切な情報を取得する。 

患児および保護者とのコミュニケーション法を習得し、良好な信頼関係を構築して円滑に診療を行

う。 

患児の観察から病態を推察する「初期印象診断の重要性」を経験する。 

新生児～思春期と幅広い期間にわたる小児の発達に伴う適切な診察法（理学的所見）を習得し、実

行する。 

小児診療に必要な処置法を学び、単独または指導医の下で実施する。 

検査値、薬用量、輸液量の成長段階における変化を理解し、薬用量の考え方・輸液量計算法を習得

し、実施する。 

医療事故防止・および事故発生後の対処について、マニュアルに基づいた対処法を学ぶ。 

特に小児疾患における感染症の特性を理解し、院内感染対策の基礎を学び、実施する。 

遺伝性疾患の患児、家族に対して適切な対応ができ、必要に応じて専門医に紹介できる。 

小児の病的心理・精神疾患を初期的に判定でき、専門医に紹介できる。 

予防医学的研修として、予防接種、マススクリーニングについて理解し、経験する。 

新生児・未熟児の生理的変動領域を超えた異常状態の把握法を学ぶ。 

正常分娩に指導医と共に立会い、児の状態を評価する。 

当該患児の臨床経過及びその対応について要約し、症例提示・討論ができる。 

４） 

小児救急疾患の種類・診察法・病態の把握法・初期対処法（蘇生法を含む）を学ぶ。 

小児救急患者の重傷度に基づくトリアージ法を学ぶ。 

新生児の蘇生法の基礎について学び、指導医の行う蘇生に立会い経験する。 

 

A.A.A.A.    経験経験経験経験すべきすべきすべきすべき診察法診察法診察法診察法・・・・検査検査検査検査・・・・手技手技手技手技    

 

（１） 医療面接・指導 

小児特に乳幼児に不安を与えずに接し、コミュニケーションを取れるようになる。 

保護者から診断に必要な情報（病歴、家族歴、既往歴、発育歴、予防接種歴）を聴取し、効率よく

まとめられる。 

小児の生活状況、家庭環境を医療面接などから把握できる。 

病的心理を持つ患児・その家族から心理的背景に関する情報を聴取し、記載できる。 

指導医と共に適切に病状を説明し、療養の指導ができる。 

 

（２） 小児科診察法 

小児の身体測定、検温、血圧測定、SpO2測定ができるようになる。 

小児の成長・発達を把握し、年齢相応か評価できる。 
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小児の全身状態を動作・行動、顔色、活発さ、食欲などから評価し、緊急な対処が必要か判定し、

実施できる。 

特に視診によって顔貌と栄養状態を判断し、発疹、呼吸困難、チアノーゼ、脱水症の有無を確認で

きる。 

理学的診察によって胸部所見（呼気・吸気の雑音、心音、心雑音とリズムの聴診）、腹部所見（実質

臓器及び管腔臓器の聴診と触診）、頭頚部所見（眼瞼・結膜、外耳道・鼓膜、鼻腔・口腔・咽頭）、

神経学的所見、四肢（筋・関節）の所見を的確にとり、記載ができるようになる。 

発疹性疾患では発疹の所見を観察記載し、鑑別した上で的確に記載できる。 

下痢病児では便の性状（粘液便、水様便、血便、膿性便など）、脱水症の程度を判定し、適切に記載

できる。 

嘔吐や腹痛のある患児では重大な腹部所見を抽出し、病態を説明できる。 

咳を主訴とする患児では、咳の性質・頻度、呼吸困難の有無とその判断の仕方を習得し、適切に記

載できる。 

けいれんの性状を的確に記載し、関連する重要な所見（大泉門膨隆、髄膜刺激症状など）を判定で

きる。 

 

（３）基本的小児科臨床検査 

＊ 臨床経過，医療面接，理学所見から得た情報をもとにして病態を知り診断を確定するため，また

病状の程度を確定するために必要な検査について，内科研修で行なった検査の解釈の上に立って，

小児特有の検査結果を解釈できるようになる，あるいは検査を指示し専門家の意見に基づき解釈

できるようになることが求められる。 

 

１）一般尿検査（尿沈渣顕微鏡検査を含む） 

２） 便検査（潜血，虫卵検査） 

３） 血算・白血球分画（白血球の形態的特徴の観察） 

４） 血液生化学検査（肝機能，腎機能，電解質，代謝を含む） 

５） 血清免疫学的検査（炎症マーカー，ウイルス・細菌の血清学的診断） 

６） 細菌培養・感受性試験（臓器所見から細菌を推定し培養結果に対応させる） 

７） 髄液検査（計算板による髄液細胞の算定を含む） 

８） 心電図・心臓超音波検査 

９） 脳波検査・頭部 CT スキャン・頭部 MRI 検査 

１０） 単純 X 線検査・造影 X線検査 

１１） 胸腹部 CTスキャン・MRI 検査 

１２） 呼吸機能検査 

 

（４）基本的小児科手技 

＊ 小児ことに乳幼児の検査および治療の基本的な知識と手技を身につける。 

 

A：必ず経験すべき項目 

１） 単独または指導医のもとで乳幼児を含む小児の採血，皮下注射ができる。 
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２） 指導医のもとで新生児，乳幼児を含む小児の静脈注射・点滴静注ができる。 

３） 指導医のもとで輸液，輸血およびその管理ができる。 

４） 新生児の光線療法の必要性の判断および指示ができる。 

５） パルスオキシメーター，心拍呼吸モニターを装着でき，呼吸状態の評価ができる。 

 

B：経験することが望ましい項目 

６） 指導医のもとで導尿ができる。 

７） 浣腸ができる。 

８） 指導医のもとで，注腸・高圧浣腸ができる。 

９） 指導医のもとで，胃洗浄ができる。 

１０）指導医のもとで，腰椎穿刺ができる。 

１１）指導医のもとで，新生児の臍肉芽の処置ができる。 

１２）指導医のもとで，気道確保・挿管ができる。 

 

（５）基本的小児科治療法 

＊ 小児に用いる薬剤の知識と使用法，小児薬用量の計算法を身につける。 

１）小児の体重別・体表面積別の薬用量を理解し，それに基づいて一般薬剤（抗生物質を含む）

の処方箋・指示書の作成ができる。 

２） 剤型の種類と使用法の理解ができ，処方箋・指示書の作成ができる。 

３） 乳幼児に対する薬剤の服用法，剤型ごとの使用法について，看護師に指示し，保護者（母

親）に説明できる。 

４） 病児の年齢，疾患などに応じて輸液の適応を確定でき，輸液の種類，必要量を決めるこ

とができる。 

 

（６）小児の救急医療 

＊ 小児に多い救急疾患の基本的知識と手技を身につける。 

１）患児の重傷度を予測し、人員確保、指導医への連絡、他科への連絡も含めた救急処置体制の準

備ができる。 

２）脱水症の程度を判断でき，応急処置ができる。 

３）喘息発作の重症度を判断でき，中等症以下の病児の応急処置ができる。 

４）けいれんの鑑別診断ができ，けいれん状態の応急処置ができる。 

５）腸重積症を正しく診断して適切な対応がとれる。 

６）虫垂炎の診断と外科へのコンサルテーションができる。 

７）酸素療法の適応を判断し，実施できる。 

８）気道確保，人工呼吸，胸骨圧迫式マッサージ，静脈確保，骨髄針留置，動脈ラインの確保など

蘇生術が行える。 

９）指導医のもとで新生児仮死の蘇生ができる。 

10）新生児の状態安定化を図り、必要があれば専門医に送ることができる。 

 

（７）成長・発育と小児保健に関わる項目 
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１）母乳，調整乳，離乳食の知識と指導ができる。 

２）乳幼児期の体重・身長の増加と異常の発見ができる。 

３）予防接種の種類と実施方法および副反応の知識と対応法の理解。 

４）神経発達の評価と異常の検出ができる。 

５）育児に関わる相談の受け手としての知識の修得。 

６）学校保健を理解する。 

７）生活習慣病を理解し、指導できる。 


